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B・Tリンパ芽球 1

直径：15μm（10～20μm）
核の位置または形態：偏在
核クロマチン構造：濃縮して集塊
核小体：みられない
細胞質：濃青色で大きな核周明庭が認
められる　しばしば小空胞を認める

小リンパ球 1

直径：9～16μm(大小さまざま）
核の位置または形態：類円形
核クロマチン構造：集塊形成しクロマ
チン構造は明らかでない
細胞質：淡青色～青色　比較的広い
ものから狭いものまである

大リンパ球 1

直径：20～30μm
N/C比：60～70％
核の位置または形態：円形ま
たは類円形
核クロマチン構造：網状繊細、
顆粒状繊細
核小体：あり
細胞質：好塩基性が強い

単芽球 1

直径：20～30μm
N/C比：50～70％
核の位置または形態：陥凹または切れ込み、不整を認める
核クロマチン構造：網状繊細または顆粒状繊細
核小体：あり
細胞質：好塩基性を示し、細かいリソソーム顆粒を有する

前単球 1

直径：15～20μm
核の位置または形態：馬蹄形ないし腎臓形で
切れ込みをもった核形不整
核クロマチン構造：微細網状（レース状）
細胞質：灰青色で微細なアズール顆粒と空胞を
認められることがある

単球 1

直径：10～15μm
N/C比：60～80％
核の位置または形態：やや中央
に位置する
核クロマチン構造：網状繊細
核小体：あり　やや白みがかる
細胞質：青色で顆粒は認めない

（顆粒を認める場合、type Ⅱ）

骨髄芽球（typeⅠ） 2

直径：15～20μm
N/C比：50～70％
核の位置または形態：偏在する
核クロマチン構造：繊細　骨髄
芽球に比しやや粗剛
核小体：認めることが多い
細胞質：青色でアズール顆粒(一
次顆粒)、明瞭なゴルジ野を認
める

好中性前骨髄球 2

直径：12～20μm
N/C比：30～50％
核の位置または形態：類円形
核クロマチン構造：粗剛
核小体：なし
細胞質：特異顆粒(二次顆粒)
を認める　青色が薄れア
ズール顆粒は残存可

好中性骨髄球 2

直径：12～18μm
N/C比：20～40％
核の位置または形態：陥凹を認め、
長径と短径の比３：１未満
核クロマチン構造：粗剛、一部塊
状
核小体：なし
細胞質：ほとんどが特異顆粒で占
められる

好中性後骨髄球 2

直径：12～15μm
核の位置または形態：核の長
径と短径の比率が3：1以上か
つ核の最小幅部分が最大幅
部分の1/3以上で長い曲がっ
た核をもつ
核クロマチン構造：粗剛

好中球桿状核球 2

直径：12～15μm
核の位置または形態：核は 2
～5個に分葉　分葉した核の
間は核糸でつながり、核の最
小幅部分が最大幅部分の1/3
未満あるいは約2μm未満
核クロマチン構造：粗剛

好中球分葉核球 2

骨髄芽球（typeⅠ） 2 好酸性前骨髄球 好酸性骨髄球 1 好酸性後骨髄球 1 好酸球桿状核球
直径：13～15μm
核の位置または形態：通常2
分葉
細胞質：橙赤色に染まる好酸
性顆粒が充満　原則として核
を被うことはない

好酸球分葉核球 1

骨髄芽球（typeⅠ） 2 好塩基性前骨髄球 好塩基性骨髄球 1 好塩基性後骨髄球 1 好塩基球桿状核球
直径：10～13μm
核の位置または形態：核の輪
郭が不鮮明なことが多い
細胞質：好塩基性顆粒が多
数あり、核を被う傾向がある　　

好塩基球分葉核球 1

直径：20～25μm
N/C比：60～70％
核の位置または形態：比較的
中央に位置する
核クロマチン構造：顆粒状繊
細
核小体：あり　濃紫色
細胞質：濃青色、狭く明瞭な
核周明庭を認める

前赤芽球 2

直径：16～20μm
N/C比：50～60％
核の位置または形態：比較的
中央に位置する
核クロマチン構造：顆粒状
核小体：なし
細胞質：濃青色、前赤芽球に
比べ濃い　核周明庭を認める

好塩基性赤芽球 2

直径：12～18μm
N/C比：40～50％
核の位置または形態：比較的
中央に位置する
核クロマチン構造：粗大なク
ロマチン　一部塊状
核小体：なし
細胞質：灰青色～橙紅色（ヘ
モグロビン色調）を認める

多染性赤芽球 2

直径：8～10μm
N/C比：20～30％
核の位置または形態：比較的中央
に位置するが偏在することもある
核クロマチン構造：濃縮し構造は
みられない
核小体：なし
細胞質：正常赤血球と同じ色調を
呈する

正染性赤芽球 2 網赤血球
直径：7～8.5μm
核のない細胞
充満しているヘモグロビンに
より橙紅色に染まる　
中央のセントラルパラーはや
や薄い色で明るくみえる

赤血球 1

直径：15～50μm
N/C比：60～80％
核の位置または形態：円形～
類円形
核クロマチン構造：網状繊細
核小体：あり(目立たない）
細胞質：好塩基性　アズール
顆粒はなし

巨核芽球 1

直径：20～80μm
N/C比：50～70％
核の位置または形態：分葉傾
向
核クロマチン構造：やや繊細
核小体：なし
細胞質：好塩基性は弱くなる
アズール顆粒は細胞質全体
に分散

前巨核球 1

直径：35～160μm
N/C比：30～60％
核の位置または形態：不整形　より分葉傾向
核クロマチン構造：粗剛で濃縮
核小体：なし
細胞質：アズール顆粒は細胞質全体に充満　
血小板分離膜の形成

巨核球 1

直径：2～4μm
円盤状をした核のない小さな血球
細胞質中央部は顆粒質で、淡紫青色に染まる散在性の微細な
アズール顆粒を含有している

血小板 1

形質細胞B・Tリンパ球
Bリンパ球 1

形質細胞

マクロファージ

血液、組織中造血器中
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赤血球系
前駆細胞
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